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丸紅欧州会社 

国際調査チーム 松原 弘行  
 

ロンドンから見た貿易摩擦 

（本稿は日本貿易会月報 2018年 9月号（ 9 月 18 日頃発行） での特集企画 「貿易摩擦と自由貿易1」用に 2018年 8月

23日に日本貿易会に提出した原稿に、今回、表と注記を追加したものです。） 

 

「トランプが街を直撃」。米国トランプ大統領が英国を

訪れた 2018年 7月 12日にここロンドンの地下鉄駅の新聞

スタンドに掲示されていたポスターの表現である。今回の

貿易摩擦に関する英国・EUの感覚はこの表現に凝縮されて

いる。何を言うか／しでかすかわからないトラブルメーカ

ーがやって来たので、どうなるかわからない、という警戒

感、諦め感、そして守りの姿勢である。暴風雨の直撃を受

けるときと同様に「やりすごすしかない」という考えだ。 

EUと米国との間で吹き荒れた貿易摩擦、端的には報復関

税の応酬は、7月 25日のユンケル委員長とトランプ大統領

の直接会談において玉虫色ながら合意が成立し、いったん

収まっている。この合意では、両者が全ての関税と貿易障

壁及び自動車分野以外への工業製品への補助金の撤廃にむ

けて協働することになり、EU側は米国からの大豆と LNG

の輸入を拡大することに合意している。しかし、EU側は米

国との協議が進展しなければトランプ大統領が EUへの姿

勢をいつまた硬化させるかわからないという警戒感を緩め

ていない。 

EU・米間の貿易摩擦の経緯（鉄鋼･アルミ分野を契機としたもの） 

 

                                                           
1 本稿以外に米国・中国 からも同様の寄稿が行われ、緊急座談会「貿易摩擦の影響、背景、今後の展開を

どうみるか」の様子と共に掲載されている。ぜひ特集記事全体をご覧いただきたい。

http://www.jftc.jp/monthly/feature/entry-1477.html 
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（各種資料を基に、丸紅欧州会社作成） 

一時はどうなるかと思われた摩擦が無事に終息したように映るが、日本のメディアが報道した

ような摩擦（報復の応酬）はそもそもなかったのではないか、というのがロンドンで過ごしてい

る筆者の見方である。例えば、EU側が報復関税の対象として強調したのがハーレーダビッドソン

のオートバイやバーボンという米国文化のシンボルだった点を考えてみても、EU側が真剣に「殴

り返す」つもりがなく、トランプ大統領の攻撃をおちょくるかのようにかわしていた様子が感じ

られる。ユンケル委員長は当初から米国の報復関税を「ばかげている」と表現しているし、7月

16日付の Financial Timesの論説も（トランプ大統領のやり方には）「Just do nothing」であるべ

きだと述べている2。暴風雨と同様に、やり過ごすしかない、と当初から考えており、中間選挙を

控えて点数稼ぎをしたいトランプ大統領に貸しを作ったのではないだろうか。 

さて、「そもそも摩擦がなかった」とした場合、実は問題はいっそう深刻である。第 1に、

「いつ何がおきるかわからない」という将来への不安感（センチメント）が世界経済の押し下げ

要因となりうる、既にそうなっているからである。第 2に、足元の米国政策への不信感が EU・米

の安全保障体制に亀裂を作りかねないからである。 

いずれにしてもトランプ大統領と EUとのやり取りには当分やきもきさせられそうだ。 
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2 July 16, 2018 Financial Times 

“How best to respond to Trump’s trade attacks? Just do nothing” 
https://www.ft.com/content/1e5d11fe-88d4-11e8-bf9e-8771d5404543 
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